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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,15 45,76 +0,61 45,64 +0,12

USD / BRL Spot BRL 2,4120 2,3833 -0,0287 2,2775 +0,1058

USD / JPY Spot JPY 108,89 109,04 +0,15 103,95 +5,09

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 56.541 56.824 +283 58.407 -1.583

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 154,3 152,7 -1,6 141,7 +11,0

Brazil 10yrs Gov. Bond % 11,91 11,73 -0,18 11,67 +0,06

DI Future Oct15（金利先物） % 11,61 11,53 -0,08 11,15 +0,38

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,238 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 277,8 280,4 +2,6 288,7 -8,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は、前日に為替介入強化策が中銀より公表されたものの、レアル売り優勢の
展開で始まり、午前中には２．４１台後半まで安値をさらに更新。しかし、その後は上値の重さが意識され、
引けにかけては２．３８台前半まで水準を大きく切り下げた。ボベスパ株式指数も６営業日ぶりに上昇に転じ、
レアル売り・株売りに一旦の歯止めがかかった。欧州中央銀行（ＥＣＢ）のドラギ総裁が、長期に渡る緩和的
な金融政策の維持について明言したことも、リスクセンチメントの改善に寄与したと見られる。

中銀による為替介入プログラムの強化が、直近の世論調査におけるルセフ大統領の支持率回復に伴う
レアルの失望売りを一時的に相殺する展開となったが、この効果も限定的なものに留まる可能性が高い。
投資家の関心は引き続き世論調査の動向に集まっており、政権交代への期待が後退する結果が続けば、
レアルと株にさらなる下落圧力がかかるとの見方が市場を支配しつつある。中銀が公表した８月経常収支も
５４．８９億ドルの赤字と予想を上回っており、ファンダメンタルズの面からもレアルはサポートされにくい。
今週は、Ｖｏｘ Ｐｏｐｕｌｉ、Ｄａｔａｆｏｌｈａ、Ｓｅｎｓｕｓの世論調査が再度予定されており、結果次第ではドルレアル
が次の節目となる２．４５を試す展開も有り得るでしょう。


